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年度末にあたって 

                              校長 芹澤 敏光 

 

 本日令和 2 年度の修了式を迎えました。今年度はコロナ禍で、いろいろと手探りの状況

もあった中ですが、おかげ様で大過なく教育活動を進めることができました。保護者・地

域の皆様のご理解、ご協力に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 さて 23 日（火）には第 41 回卒業式を挙行いたしました。今年度も時間・内容等を縮

小した形でしたので、1・2 年生に、3 年生が最後に卒業していく姿を見てもらうことがで

きませんでしたが、みんな大変立派に巣立って行ってくれました。「新しい朝」の歌詞に「こ

の場所で 出会えたこと かけがえのない毎日は いつか旅立つ日が来ても 消えること

はないから」というフレーズがありますが、十中で過ごした日々が、まさにこの歌詞のよ

うに心に刻まれていたのだと思います。 

 式に参列できなかった 1・2 年生に向けて、3 年生が 2 階の体育館への廊下に、クラス

ごとに大変きれいな装飾と共に次のようなメッセージを残してくれました。 

 『 「信」 自信をもって 信頼しあって（1 組）   「友」 友達を大切に（2 組）   

「白」 自分たちの色に染める（3 組） 』というものです。 

1・2 年生のみなさんは十中でのこの 1 年間の各自の歩みに照らし合わせながら、しっか

りと心に留めてほしいと思います。卒業生一人一人からのメッセージも一緒に掲示されて

いますのでぜひ目を通してください。 

また本校の年度末の恒例行事である音楽祭も１６日（火）に、例年とは大きく変更した

形ですが開催いたしました。昨年は実施できませんでしたので、2・3 年生にとっては 2

年越しの思いを込めた歌声が体育館に響き渡りました。各学年とも生徒一人一人が、十中

で過ごした中で学び、活動し、身に付けた成果を、姿・歌声・ハーモニーで表現する場と

なりました。私も生徒の皆さんが真剣に歌っている姿に恥ずかしくないように、集中して

真剣に聴いていました。聴きながら感じたことは、1 年生よりも 2 年生、2 年生よりも 3

年生と学年が上がるにしたがって、歌う姿や歌の完成度のレベルが格段に上がっていると

いうことです。当たり前かもしれませんが、さすが上級生と感じさせるものでした。特に

マスク越しではありましたが、3 年生の姿・歌声から伝わってくる熱い思い・パワーに圧

倒され、素晴らしいなと感動しました。学校全体でその場で感動を同時に分かち合うこと

はできませんでしたが、3 年生の思いをしっかりと学校として受け継いでいかなければな

らないなと感じました。 

クラスの仲間と一つになって響かせた歌声を、1・2 年生は次の学年の新しい生活の中

で力強く前進するエネルギーに変えていってください。 
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■□地域貢献プロジェクト委員会 ■□ 
今年度も地域貢献プロジェクト委員会は、十中のＰＴＡ会長をされて

いた松本良幸さんにご協力いただき栽培した野菜を販売し、収益金を地

域貢献に役立てる活動をしてきました。鳳仙寮に家電用品、西府文化セン

ターには衛生用品などを寄贈しました。 

【鳳仙寮への寄贈品】ミキサー、小型マッサージ機、スムージーミキサー 

【西府文化センター】 本棚 自動アルコールディスペンサー 

 

 

                          

   

 

 

（西府文化センター様から）       （鳳仙寮様から） 

 

■□ 音楽祭 ■□ 

3 月 1６日（火）十中体育館で音楽祭を開催しました。 

今年のスローガンは、「For fun～十中生の思い引き継ごう」でした。 

昨年は、緊急事態宣言により学校が休校となり音楽祭は開催 

されませんでした。昨年歌うことができなかった卒業生の思いも込めた                           

歌声が体育館に響き渡りました。 

（1 年生） 

 

 

 

（2 年生）                                      （3年生） 

    

（有志合唱）                     

 

保護者・地域の皆様へ  

日ごとに暖かさが増し、春本番を思う今日この頃となりました。本日、修了式が行われ、令和２年

度が修了しました。この１年間の本校の教育活動にご理解ご協力をいただきました保護者の皆様・地

域の皆様に厚く感謝申し上げます。至らぬ点もありましたが、その反省を次年度に活かしていきたい

と思います。今後とも本校へのご支援をよろしくお願いいたします。 

両施設から感謝状

をいただきました。 
 

アート部制作  

音楽祭スローガンパネル


